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年 月 日 （ 土 ） ：

分 ／ 分 有

／

1 1

2 0

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 1 1 2 年 分

分 2 年 2 2 1 年 分

分 2 年 3 3 1 年 分

62 分 2 年 17 4 2 年 61 分

分 1 年 29 5 2 年 分

分 1 年 26 15 1 年 分

HT 分 2 年 6 6 1 年 分

HT 分 1 年 27 8 2 年 分

分 2 年 10 10 1 年 分

HT 分 2 年 16 9 1 年 分

HT 分 2 年 24 11 2 年 分

分 2 年 25 12 2 年 分

17 分 2 年 14 13 1 年 分

分 2 年 21 7 2 年 分 4

6 分 2 年 7 14 1 年 分

27 分 2 年 8 18 2 年 分

16 分 2 年 9 20 2 年 分

分 2 年 11 21 2 年 分

24 分 2 年 13 19 2 年 分

分 2 年 20 23 1 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 9 0 － 1

分 3 1 － 1

分 9 2 － 1

分 3 3 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部令和２年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 準決勝 37

日  時 2021 2 6 11 ００ キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

天  候 晴れ 風 弱風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹 会場主任 石塚  俊一 記  録 後藤  大輔 芝切     淳 観 衆 無観客

主  審 中村     豪 副審１ 足立  正輝 副審２ 藤本  祐作 第４の審判員 中川  琢士

 チーム名 kick off

3

前半

1

 チーム名

神戸弘陵学園高校 後半 神 戸 星 城 高 校
延前

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P

K

戦

延後 P

K

戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 苗村　淳平齊藤　雄介 GK

DF 大西　陸人鞘本     嶺 DF

DF 野本　健太 12* 1* 田中 百々輝 DF

DF 浦邉　伯玖1 大石　稜也 DF

DF 井上　颯太1 大前　慶悟 DF

DF 佐々木 滉心谷　倫太朗 MF

MF 宮本　真都松久保　翔 MF

MF 武藤　昴星中地　奎人 MF

MF 岡田　大樹 1田中　祉同 FW

FW 安原　修哉 1*1 竹内　悠真 FW

FW 前田　太一 11 大塚　一希 FW

GK 寺本　翔太的場　翔哉 GK

DF 松本　朋也岩見　涼汰 DF

MF 荻原     翔鳥羽　悠生 DF

MF 小東　竜也横井　愛弥 MF

MF 神谷　周汰1 荒谷　龍星 MF

MF 角田　蓮月1* 松隈　弘樹 FW

MF 唐津　速人有園　柚希 FW

FW 堀江　翼冴吉本　吉浩 FW

FW 畑山　龍冴松本　昇大 FW

警・退 氏　　名 事 由

9 5 4

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

9 7 2 Ｇ Ｋ

シュート 2 2 4

2 23 1 2 Ｃ Ｋ 0

4 4 8

0 0 0

1 直接ＦＫ 1 4 54 3

0 0 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 1 0 1

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 0

得

点

経

過

14 神戸星城 安原 中央 ⑧

30 神戸弘陵 田中百 左CK

～ → ⑨ S

41 神戸弘陵 松隈 左 ⑩ → 中央 ⑨ S

⑩ ∩ 中央 ③ HS

58 神戸弘陵 田中百 右CK ⑩ ∩ 中央 ③ HS

戦

評

[備 考] 新型コロナウイルス感染予防対策のため、無観客での試合開催

戦評者 所 属 西  脇・神戸北 氏 名 鎌田・筒井

  神戸弘陵1-4-2-3-1，神戸星城1-3-6-1でスタート。守備時は5バックになり使わせないスペースを優先的に埋めながら、サイドにボールを

誘導する星城に対して、弘陵はDFラインからのビルドアップで侵入経路を探すが、前半14分、CBのパス交換を星城⑧武藤に奪われ、最後は⑨

安原に決められ失点を許す。その後も弘陵は攻めあぐねる時間帯が続く。しかし、前半30分弘陵⑩田中祉のCKを③田中百が決め同点とし、前

半が終了。弘陵はHTに4枚の選手を交代し、バイタルエリアに⑧荒谷を配置し、相手DFと中盤の間のスペースへの侵入を図る。それに対し、星

城はバイタルエリアへの縦パスに鋭くアプローチし、チャンスを作らせない。星城は狙い通りにボールを奪うも、攻撃参加の枚数を増やすこと

ができず、チャンスを作るまでには至らない。すると、星城DFのクリアがバイタルエリアにこぼれたボールを弘陵⑧荒谷が⑩田中祉へつなぎ、

最後は⑨松隈が押し込み、逆転に成功する。さらに、58分には弘陵③田中百がCKからゴールを挙げる。星城は反撃に出るも、ゴールには至ら

ず試合終了。戦術的に相手の良さを消す効果的な守備を披露した星城に対し、組織的な守備をセットプレーという武器でこじ開けた弘陵という

見応えのある好ゲームであった。


